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後
半
生
を
中
心
に

伊

佐

迪

子

〔
抄

録
〕

本
稿
で
は
二
条
院
讃
岐
の
四
十
二
歳
か
ら
四
十
四
歳
ま
で
の
実
人
生
を
検

証
し
た
。
平
家
の
都
落
ち
は
平
家
滅
亡
へ
と
進
展
し
、
雅
な
平
安
貴
族
社
会

か
ら
関
東
武
士
社
会
へ
と
世
相
は
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
激
変
の
時
代
の

中
で
兼
実
長
男
良
通
は
大
納
言
に
、
次
男
良
經
は
三
位
の
中
将
へ
と
昇
進
し

た
。兼

実
は
二
人
に
平
安
貴
族
文
化
の
継
承
を
託
し
、
寿
永
二
年
は
年
間
十
一

回
、
寿
永
三
年
に
も
年
間
十
一
回
、
元
暦
元
年
は
年
間
二
十
一
回
の
勉
強
会

を
設
け
、
主
に
漢
詩
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
る
。
催
馬
楽
、
名
律
例
、
笛
、
左

伝
な
ど
を
も
併
せ
て
修
習
さ
せ
て
い
る
が
、
俊
成
と
の
間
で
和
歌
の
交
流
と

発
展
は
見
え
て
い
な
い
。

兼
実
は
脚
力
が
な
く
体
調
不
良
に
悩
み
続
け
る
日
々
で
あ
る
。
自
分
の
傍

に
居
る
讃
岐
に
頼
り
切
っ
て
お
り
、
本
妻
讃
岐
は
兼
実
と
同
居
で
あ
る
。
本

稿
の
検
証
結
果
は
讃
岐
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

良
通

良
經

平
家
滅
亡

貴
族
文
化

本
妻
讃
岐

は
じ
め
に

本
稿
で
は
十
年
目
か
ら
十
二
年
目
ま
で
の
検
証
を
予
定
し
て
い
る
。
寿
永
二
年

七
月
廿
五
日
、
平
家
は
都
落
ち
を
し
て
西
海
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
。
木
曾
義
仲

の
入
洛
以
後
、
都
は
戦
乱
と
略
奪
狼
藉
で
大
騒
動
と
な
り
、
群
盗
の
横
行
で
殺
伐

な
状
況
に
あ
っ
た
。
加
え
て
都
を
大
地
震
が
何
度
も
襲
っ
て
い
る
。

歩
行
困
難
な
兼
実
は
常
に
手
輿
を
用
い
て
お
り
、
讃
岐
に
頼
り
切
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
時
代
は
確
実
に
大
き
く
進
展
し
、
関
東
武
士
の
支
配
す
る
世
の
中
へ

と
変
化
し
た
。
兼
実
は
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
女
房
達
の
身
の
安
全
を

ど
の
よ
う
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
兼
実
は
頼
朝
支
配
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
立
っ
て
詩
歌
を
楽
し
む
に
は
遠
慮
が
あ
っ
た
の
で
、
良
通
と
良
經
に
は
兼
実
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が
勉
強
会
を
設
け
て
お
り
、
讃
岐
も
勉
強
会
に
参
入
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

大
掛
り
な
和
歌
会
の
開
催
は
見
え
て
お
ら
ず
、
混
乱
し
た
世
情
を
人
々
は
息
を
顰

め
て
見
守
る
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。（
本
稿
に
お
い
て
二
条
院
讃

岐
を
讃
岐
と
の
み
表
記
す
る
）

壽
永
二
年
（
一
一
八
三
）
讃
岐
四
十
二
歳

兼
実
三
十
五
歳

姫
君
十
一
歳

良
通
十
七
歳

良
經
十
五
歳

一
月
六
日

今
日
、
大
将
明
日
内

習
禮
也
、

一
月
十
二
日

仁
和
寺
宮
被

送

札
、
被

賀

大
将
内

事

也
、
此
事
己

為

世
間
之

騒
、

一
月
廿
五
日

召

中
将
於

前
、
脂
燭
、
詩
両
度
令

作
、
一
度
二
寸
、
一

度
五
寸
、
共
終
篇
、
又
存

題
意
、
無

瑕

、
尤
足

感

歎
、
其
後
又
有

無
題
之
勒

、（
六

）

三
月
二
日

大
将
中
将
密
々
有

作
文
、
題
云
、
花
色
薫

冠
佩
、

三
月
十
三
日

大
将
中
将
来

此
第
、
有

詩
興
、
光
長
己
下
惣
十
人
許
、
両

息
詩
、
人
々
有

感
気
、

三
月
十
八
日

大
将
来

此
第
、
中
将
相
共
密
々
有

詩
、
文
士
七
八
許
輩
、

不

期
而
會
、
光
長
、
定
長
共
在

此
座
、
題
云
、
春
深
貴

賤
家
、（
題
中
）
長
光
入
道
献

之
、
即
候

座
也
、

＊
三
月
十
九
日

三
位
入
道
来
（
俊
成
也
）
数
刻
談

和
歌
事
、
能
入

其
境
、

当
時
此
道
之
棟
梁
也
、

三
月
廿
三
日

大
将
中
将
等
、
有

掩エン

事
、

三
月
廿
九
日

大
将
、
中
将
有

三
月
盡
会
、
題
云
、
春
盡

舟
車
裏
、
儒
士

相
並
十
人
会
合
、
詩
講
之
後
有

連
句
、
先
仙
百

、

十
月
十
八
日

大
将
来
、
中
将
相
共
密
々
有

詩
、

閏
十
月
十
六
日

入

夜
、
大
将
中
将
密
々
有

詩
、
資
隆
入
道
在

其
座
、

閏
十
月
廿
六
日

入

夜
帰
宅
、
大
将
中
将

有

詩
、
無
事
不

可

他
聞

云
々
、

兼
実
家
へ
入
っ
て
十
年
目
の
讃
岐
で
あ
る
。
兼
実
家
で
は
良
通
が
大
納
言
を
拝

任
し
良
通
と
良
經
の
記
述
が
多
く
な
る
。
一
月
十
二
日
に
は
良
通
の
優
美
な
内
弁

の
作
法
に
仁
和
寺
宮
か
ら
お
褒
め
を
頂
戴
し
て
い
る
。

良
通
と
良
經
を
中
心
に
一
月
廿
五
日
か
ら
閏
十
月
廿
六
日
の
間
に
十
一
回
の
勉

強
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
兼
実
は
良
經
の
才
能
に
感
嘆
し
て
い
る
。
時
々
文
士

の
同
席
も
あ
り
接
待
の
た
め
に
讃
岐
の
同
席
も
考
え
ら
れ
る
。
三
月
十
九
日
に
は

俊
成
が
兼
実
家
を
訪
れ
て
、
兼
実
と
数
刻
和
歌
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
勉

強
会
が
三
月
か
ら
十
月
ま
で
途
切
れ
て
い
る
の
は
、
兼
実
の
体
調
不
良
に
依
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

二
月
十
一
日

此
日
、
女
房
最
密
々
詣

春
日
、

二
月
十
二
日

入

夜
、
女
房
帰
洛
、
今
旦
参

東
大
寺
、
奉

禮

焼
損
之

大
仏

云
々
、

兼
実
家
で
は
姫
君
の
入
内
を
願
い
毎
月
春
日
社
へ
奉
幣
を
し
て
い
る
。
二
月
十

一
日
に
は
讃
岐
が
参
詣
を
し
て
い
る
が
、
姫
君
の
入
内
実
現
と
、
前
年
に
自
撰
集

『
二
条
院
讃
岐
集
』
を
賀
茂
社
に
奉
納
し
た
お
礼
参
り
も
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
帰
途
に
讃
岐
が
見
た
大
佛
像
は
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
重
衡
の
「
南
都

焼
き
打
ち
」
で
語
ら
れ
る
焼
損
大
佛
の
姿
で
あ
っ
た
。
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四
月
十
四
日

狼
藉
如

昨
日

云
々
、
凡
近
日
天
下
上
下
騒
動
、
人
馬
雑
物
、

髄

懸

眼
路

横
奪
取
、

四
月
廿
四
日

有

切
立
事
、
依

大
将
命

也
、
女
房
等
行
向
、

六
月
六
日

大
蔵
卿
泰
経
卿
、
為

院
御
使

来
、
扶

疾
謁

之
、
仰
云
、

北
陸
官
軍
等
、
空
以
帰
洛
、

六
月
廿
日

今
日
又
所
労
大
事
發
、
大
略
如

發
心
地
、

七
月
一
日

今
日
、
所
労
殊
無

術
、

七
月
二
日

右
大

親
宗
院
為

御
使

来
、
依

疾
厚

隔

簾
謁

之
、
中

納
言
、
大

等
、
為

訪

疾
来
、
各
不

謁

之
、
以

人

謝
遣
、
病
重
之
上
為

物
忌

之
故
也
、

北
陸
へ
向
か
う
征
伐
軍
の
武
者
が
略
奪
狼
藉
を
働
き
洛
中
は
大
騒
動
で
あ
る
。

兼
実
家
で
は
四
月
廿
九
日
に
恒
例
の
慰
安
会
を
催
し
蹴
鞠
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、

廿
四
日
に
は
女
房
達
が
毬
場
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。

兼
実
は
五
月
頃
か
ら
体
調
不
良
に
な
り
、
讃
岐
の
付
き
添
い
な
し
で
は
生
き
て

行
け
な
い
状
態
に
あ
る
。
女
房
達
の
統
括
、
家
内
の
切
盛
り
、
見
舞
客
へ
の
接
待

な
ど
、
兼
実
は
讃
岐
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
月
一
日
に
兼
実
の
体
調
は
更
に
悪
化
し
院
の
御
使
い
以
外
に
は
会
っ
て
い
な

い
。
北
陸
討
伐
の
官
軍
が
敗
れ
て
帰
洛
し
、
洛
中
は
更
に
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
る
。

七
月
廿
四
日

今
夜
可

有

夜
打

之
由
風
聞
、

忽
行

幸
法
住
寺
御
所

給
、
及

暁
天

云
々
、

依

此
遍
有

恐
、
余
女
房
相
具
渡

法
性
寺
家
、

七
月
廿
五
日

人
告
云
、
法
皇
御
逐
電
云
々
、
此
事
日
来
萬
人
所

庶
幾

也
、

女
房
等
少
々
、
遣

山
奥
小
堂
之
邊
、
及

巳
刻
、
武
士
等

奉

具

主
上
、
向

淀
地
方

了
者
、
在

籠

鎮
西

云
々
、

前
内
大
臣
己
下
一
人
不

残
、
六
波
羅
、
西
八
条
等
舎
屋
、

不

残

一
所
、
併
化

灰
燼

了
、

七
月
廿
六
日

源
納
言
云
、
神
爾
、
寶
剣
、
内
侍
所
、
賊
臣
悉
奉

盗
取

了
、

七
月
廿
九
日

申
刻
相

伴
大
将

参
院
、
数
刻
伺
候
後
、
直
帰

九
条
亭
、

先

是
、
女
房
等
帰
了
、

夜
討
ち
の
風
聞
に
よ
り
七
月
廿
四
日
に
兼
実
は
ま
ず
讃
岐
を
伴
い
法
性
寺
家
へ

避
難
さ
せ
た
。
翌
廿
五
日
に
も
女
房
達
を
山
奥
の
小
堂
の
邊
に
送
り
出
し
て
い
る

が
、
廿
九
日
に
は
女
房
達
を
帰
宅
さ
せ
て
い
る
。

八
月
六
日

物
盗
追
捕
兼
日
陪
増
、
天
下
己
滅
亡
了
、
平
氏
等
奉

具

主

上
及
三
神
、
己
赴

海
西
、

八
月
十
五
日

平
家
餘
勢
舟
幾
百
餘
艘
、
当
時
在

備
前
国
小
嶋

云
々
、
入

夜
向

御
堂
、

法
印
率

弟
子
等
、
令

修

廿
五
三
昧
念
仏
、
余
為

結
縁
、

率

女
房
等

所

聴
聞

也
、
天
曙
之
後
帰
宅
、
大
将
同
参

入
、

＊
壽
永
二
年
八
月
廿
日

此
日
、
有

立
皇
事
、（
高
倉
院
第
四
宮
、
御
年
四
歳
、
御

名
尊
成
、
後
鳥
羽
）

不

得

剣
璽

践
祚
之
例
、
希
代
之
珍
事
也
、

八
月
廿
一
日

自

今
夜

受

重
病
、
萬
死
一
生
、
寸
白
所
為
也
、
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木
曾
義
仲
と
源
行
家
の
入
京
。
西
海
に
浮
ぶ
平
家
。
神
爾
寶
剱
の
紛
失
等
々
。

十
五
日
は
慈
圓
の
廿
五
三
昧
念
佛
が
行
わ
れ
、
兼
実
家
の
女
房
達
が
聴
聞
に
参
入

し
て
い
る
。
廿
日
に
は
後
鳥
羽
天
皇
の
践
祚
が
剣
璽
を
得
ず
に
行
わ
れ
た
。
廿
一

日
か
ら
兼
実
の
体
調
が
悪
化
し
た
の
で
、
讃
岐
は
兼
実
の
傍
を
離
れ
ら
れ
な
い
。

九
月
一
日

向

大
将
方
、
大
将
教

除
目
、
余
遁
世
之
志
内
催
之
故
、
如

此
事

思
之
故
也
、

九
月
十
五
日

然
間
、
脚
気
陪
増
、
殆
難

遂

其
功
、
然
而
偏
為

佛
法

捨

身
命
、
満

数
遍

了
之
後
、
偏
以
平
臥
、
如

存
如

亡
、

此
夜
、
如

例
法
印
於

此
堂
、
被

修

廿
五
三
昧
、
女
房

等
来
聴
聞
、

九
月
廿
七
日

自

八
条
院

被

仰
云
、
彼
譲
之
間
事
、
重
令

申
之
處
、
所

労
不

危
急

ハ
、
強
不

可

事

、
無
下
ニ

世
に
人
も

な
き
や
う
な
り
と
云
々
、
重
申

仔
細

了

重
病
の
兼
実
は
良
通
に
家
督
を
譲
り
遁
世
を
し
た
い
と
八
条
院
に
申
し
出
た
が
、

兼
実
の
願
い
は
差
し
止
め
ら
れ
た
。
十
五
日
に
慈
圓
が
念
仏
廿
五
三
昧
を
修
し
、

兼
実
家
の
女
房
達
が
聴
聞
に
参
入
し
て
い
る
。

奥
州
と
東
国
を
制
し
た
頼
朝
と
、
北
陸
か
ら
上
洛
の
義
仲
と
に
よ
り
、
十
月
廿

八
日
に
は
頼
朝
と
義
仲
の
決
戦
を
思
わ
せ
る
。
十
月
下
旬
頃
に
は
兼
実
の
体
調
も

回
復
し
て
一
日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
る
ら
し
い
。

十
月
廿
八
日

伝
聞
、
頼
朝
去
十
九
日
出

国
、
来
十
一
月
朔
比
可

入
京
、

是
一
定
説
云
々
、
又
義
仲
、
去
廿
六
日
出

国
、
来
月
四

五
日
之
間
、
可

入
洛
、
與

頼
朝

為

決

雌
雄

云
々
、

因

茲
院
中
己
下
天
下
之
人
皆
以
遽
云
々
、

閏
十
月
十
三
日

大
夫
史
隆
職
来
、
談

世
間
事
、
女
房
船
奉

具

主
上

剣

爾
、
在

伊
豫
国

云
々
、

閏
十
月
十
七
日

又
頼
朝
弟
九
郎
、
為

大
将
軍
、
卒

数
萬
之
軍
兵
、
企

上

洛

之
由
、
所

承
及

也
、

閏
十
月
十
八
日

義
仲
之
所
存
、
君
偏
庶

幾
頼
朝
、
殆
以

彼
被

欲

殺

義

仲

之
由
、
成

僻
推

、
如

此
之
間
、
奉

怨

法
皇
、

兼
又
疑

御
逐
電
事
、
依

之
忽
棄

敗
績
之
官
軍
、
所

迷

上
洛

也
、
只
先
猶
可

討

平
氏

之
由
、
被

仰

義
仲
、

以

別
使
者
、
又
頼
朝
之
許
、
可

被

仰

遣
仔
細

也
、

義
仲
は
法
皇
が
頼
朝
を
頼
り
自
分
を
抹
殺
す
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
朝
廷
は

義
仲
に
先
ず
は
平
氏
を
討
て
と
命
じ
て
い
る
。
海
に
漂
う
平
家
方
、
義
仲
と
法
皇
、

そ
し
て
頼
朝
絡
み
で
世
相
は
複
雑
な
動
き
を
見
せ
る
。

十
一
月
七
日

頼
朝
代
官
、
今
日
着

江
州

云
々
、
其
勢
僅
五
六
百
騎

云
々
、
次
官
親
能
、
併
頼
朝
弟
九
郎
等
、
上
洛
云
々
、

今
日
又
有

御
返
礼
、
銘
肝
可

莫

言

之
、

但
使

謁
見

事
、
猶
有

難
渋

、

十
一
月
八
日

備
前
守
源
行
家
為

追

討
平
氏

進
發
、
其
勢
二
百
七
十

餘
騎
云
々
、
…
…
抑
、
神
鏡
剣
爾
、
無
事
奉

迎
取

之

條
、
朝
家
第
一
之
大
事
也
、
而
君
臣
共
無

此
沙
汰
、

余

以

此
趣
、
含

行
家

了
、 七

四

二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
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十
一
月
廿
八
日

前
摂
政
家
領
等
、
不

可

有

違

之
由
、
義
仲
示

本

所

云
々
、
然
間
、
新
摂
政
皆
悉
成

下
文
、
八
十
餘
所

賜

義
仲

云
々
、
狂
乱
之
世
也
、

頼
朝
は
上
洛
さ
せ
た
義
経
と
次
官
と
に
朝
廷
の
謁
見
を
請
求
し
て
い
る
ら
し
い
。

七
日
に
頼
朝
か
ら
兼
実
へ
返
礼
が
あ
っ
た
の
で
兼
実
は
喜
ん
で
い
る
。
八
日
に
行

家
は
鎮
西
へ
下
向
し
た
が
、
君
臣
と
も
に
神
鏡
剣
璽
に
は
気
を
向
け
て
い
な
い
。

所
領
に
目
が
眩
ん
だ
義
仲
へ
廿
八
日
に
新
摂
政
が
八
十
餘
の
所
領
を
賜
る
。

十
二
月
一
日

今
暁
女
房
有

最
吉
夢
、

十
二
月
二
日

伝
聞
、
義
仲
差

使
送

平
氏
之
許
、
乞

和
親

云
々
、
又

聞
、
去
廿
九
日
、
平
氏
、
與

行
家

合
戦
、
行
家
軍
忽

以
敗
績
、
家
子
多
以
被

伐
取

了
、
忽
企

上
洛

云
々
、

十
二
月
三
日

伝
聞
、
義
仲
賜

一
所
、
領

八
十
六
箇
所

云
々
、

十
二
月
八
日

京
都
又
不

可

安
堵

女
房
等
少
々
、
可

遣

遠
所

云
々
、
凡
京
中
上
下
周
章
、
無

恒
云
々
、
余
女
房
、

大
将
妻
等
、
密
々
明
暁
可

遣

南
都

之
由
、
致

沙
汰
、

然
而
、
事
猶
非

穏
便
、
…
…

明
暁
下
向
停
止
了
、

十
二
月
十
五
日

宿

最
勝
金
剛
院
堂
廊
、
違

春
節

也
、
女
房
同
相

具
之
、

十
二
月
十
六
日

早
旦
、
見

廻
東
北
谷
、

南

等
、
辰
刻
許
帰

九
条
、

十
二
月
廿
六
日

蔵
人
少
輔
親
経
来
、
問
云
、
崇
徳
院
可

被

立

神
祠

之

由
、
有

其
沙
汰
、
其
所
如
何
、
申
云
、
止

神
祠

可

為

改
装

之
由
承

之
、
今
仰
相
違
如
何
、

讃
岐
は
十
二
月
一
日
に
最
吉
夢
を
見
た
と
い
う
。
行
家
は
合
戦
で
敗
北
し
た
。

義
仲
は
平
家
方
へ
和
睦
を
申
し
入
れ
た
が
平
家
は
承
引
し
な
か
っ
た
。
義
仲
は
所

領
を
更
に
増
や
し
八
十
六
箇
所
に
も
上
る
。

兼
実
は
政
情
不
安
の
洛
中
か
ら
讃
岐
と
良
通
妻
と
を
南
都
へ
避
難
さ
せ
よ
う
と

し
た
が
、
道
中
が
物
騒
な
の
で
中
止
に
し
た
。
十
五
日
に
兼
実
は
春
節
を
違
え
る

た
め
に
女
院
御
墓
所
の
堂
廊
へ
讃
岐
を
伴
い
、
翌
日
は
御
墓
所
の
山
の
境
界
を
共

に
巡
見
し
て
い
る
。
朝
廷
は
崇
徳
院
を
見
直
す
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

壽
永
三
年
（
一
一
八
四
）
讃
岐
四
十
三
歳

兼
実
三
十
六
歳

姫
君
十
二
歳

良
通
十
八
歳

良
經
十
六
歳

一
月
十
一
日

女
房
等
遣

南
京
、
依

世
間
物
騒

也
、
基
輔
母
尼
下

向
南

都
、
以

之
為

名
、

一
月
十
二
日

大
将
女
房
又
下

向
南
都
、
但
頼
輔
入
道
日
来
在

中
川
、

（
山
寺
也
）
遣

其
所

也
、

一
月
十
五
日

早
旦
、
御
幸
停
止
了
、
義
仲
可

為

征
東
大
将
軍

之
由
、

被

下

宣
旨

了
云
々
、

一
月
十
六
日

自

去
夜

京
中
鼓

、
義
仲
所

遣

近
江
國

之
郎
従
等
、

併
以
帰
洛
、

敵
勢
及

數
萬
、
敢
不

可

及

敵
對

之
故
云
々
、

一
月
廿
六
日

女
房
等
自

奈
良

帰
洛
、
中
将
同

之
、
大
将
帰

南
宅
、
此

家
女
房
帰
住
之
間
、
無

其
所

之
故
也
、

大
将
今
夕
又
聊
有

増
云
々
、

一
月
廿
七
日

午
刻
許
、
女
房
相
共
向

大
将
宅
、
今
旦
頗
宜
云
々
、
自

院

為

被

居

武
士
、
可

被

借

余
廬
、
指

家
之
由
有

仰
、

七
五

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）



申

承
訖
之
由
、
事
體
不

足

言
、
然
而
不

能

遁
避
、

末
代
之
事
勿
論
々
々
、

兼
実
家
に
入
っ
て
十
一
年
目
の
讃
岐
で
あ
る
。
兼
実
は
一
月
十
一
日
に
嫡
妻
、

姫
君
、
女
房
達
を
南
都
へ
、
翌
日
に
は
良
通
の
妻
を
南
都
の
山
寺
へ
下
向
さ
せ
た

が
、
讃
岐
は
兼
実
に
付
き
添
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
廷
は
十
五
日
に
義
仲
を
征
東
大
将
軍
に
任
じ
近
江
國
で
頼
朝
の
討
伐
を
図
っ

た
が
、
数
万
の
軍
勢
に
圧
倒
さ
れ
て
十
六
日
に
帰
洛
し
た
。
そ
の
後
、
義
仲
は
手

勢
不
足
に
陥
り
梶
原
平
三
景
時
が
率
い
る
先
遣
隊
に
追
わ
れ
て
、
頼
朝
に
一
矢
を

報
い
る
こ
と
も
な
く
阿
波
津
野
邊
に
て
絶
え
た
。
廿
日
に
入
京
し
た
頼
朝
の
軍
勢

も
横
領
略
奪
を
働
き
、
内
裏
の
文
庫
の
扉
を
叩
き
割
り
重
要
文
書
を
盗
み
取
っ
た
。

廿
六
日
に
良
經
と
女
房
達
が
南
都
か
ら
帰
洛
し
た
。
廿
七
日
に
は
病
床
に
あ
る

良
通
を
讃
岐
と
兼
実
が
見
舞
っ
て
い
る
。
法
皇
が
武
士
の
住
居
用
に
、
兼
実
の
居

所
を
徴
用
し
た
の
で
兼
実
家
は
緊
急
事
態
で
あ
る
。

二
月
八
日

此
夜
半
許
、
自

梶
原
平
三
景
時
許
、
進

飛
脚
、
平
氏
皆
悉

伐
取
了
云
々
、

二
月
九
日

三
位
中
将
重
衡
入
京
、
着

褐
直
垂
小
袴

云
々
、
即
禁

固

土
肥
二
郎
実
平
許

云
々
、

二
月
十
三
日

被

渡

平
氏
首
、（
其
数
十
云
々
）
通
盛
卿
首
同
被

渡
了
、

二
月
十
五
日

今
夜
、
法
印
於

堂
、
被

修

廿
五
日
三
昧
念
仏
、
為

聴
聞

女
房
相
共
所

向
也
、

二
月
十
九
日

平
氏
帰

住
讃
岐
八
島
、
三
千
騎
許
云
々
、
維
盛
卿
三
十
艘

許
相
卒
指

南
海

去
了
、

二
月
廿
三
日

被

行

報
恩
講
、

会
合
之
道
俗
、
密
々
詠

詩
歌
、
大
将

中
将
同
詠

之
、

二
月
廿
四
日

小
御
堂
修
二
月
也
、
余
及
女
房
向

彼
堂
、
事
了
帰

家
、

二
月
八
日
に
梶
原
平
三
景
時
の
許
よ
り
平
家
と
合
戦
し
勝
利
し
た
と
の
飛
脚
が

到
来
し
た
。
九
日
に
は
重
衡
以
下
平
家
の
捕
虜
と
「
首
」
が
入
京
し
、
十
三
日
に

は
平
氏
の
首
渡
し
が
行
わ
れ
た
。

十
五
日
の
慈
圓
に
よ
る
廿
五
三
昧
念
佛
に
讃
岐
と
兼
実
が
聴
聞
に
参
入
し
、
廿

三
日
の
報
恩
講
で
良
通
と
良
經
が
詩
歌
を
供
養
し
た
。
廿
四
日
の
小
御
堂
の
修
二

月
に
は
讃
岐
と
兼
実
が
聴
聞
に
参
入
し
て
い
る
。

廿
九
日
に
詩
会
が
復
活
し
年
末
ま
で
に
詩
会
と
修
習
が
十
一
回
行
わ
れ
て
い
る１

）

。

三
月
一
日

左
衛
門
権
佐
定
長
来
、
重
衡
所

遣
之
使
者
帰
参
、
申
状
大

略
庶

幾
和
親

之
趣
也
、
所
詮
源
平
相
並
、
可

被

召
仕

之
由

、
此
條
頼
朝
不

可

承
諾

、
然
者
難

治
事
也
、

三
月
六
日

女
房
等
為

見

花
密
々
向

堂
、

三
月
十
一
日

女
房
密
々
参

広
隆
寺
、

三
月
十
二
日

今
暁
、
余
及
女
房
同
時
有

同
夢
想
、
其
趣
最
吉
也
、
下
官

心
願
、
佛
神
有

感
応

、

三
月
十
五
日

法
印
於

堂
、
被

修

廿
五
三
昧
、
余
女
房
相
共
為

聴
行
向
、

三
月
十
七
日

下

向
大
将
亭
、
灸
治
之
後
漸
起
楊
云
々
、

三
月
廿
三
日

頼
朝
奏

条
々
事
於
院
、
其
中
下
官
可

為

摂
政
籐
氏
長
者

之
由
令

挙
了
之
由
、

三
月
廿
四
日

於

堂
蹴
鞠
、
女
房
等
行
向
見

之
、

七
六
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条
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朝
廷
は
寶
剱
神
爾
を
平
家
方
か
ら
取
り
戻
す
方
策
に
重
衡
を
使
っ
た
が
思
惑
外

れ
と
な
っ
た
。
三
月
六
日
は
兼
実
家
の
花
見
で
あ
る
。
十
一
日
に
讃
岐
が
広
隆
寺

へ
参
詣
し
た
。
十
二
日
に
兼
実
と
讃
岐
が
同
時
に
同
夢
を
見
た
の
は
、
兼
実
と
讃

岐
の
心
の
合
致
で
あ
ろ
う
。
十
五
日
は
慈
圓
の
修
す
る
廿
五
三
昧
法
要
に
兼
実
と

讃
岐
が
共
に
聴
聞
に
参
入
し
て
い
る
。
兼
実
は
寝
込
ん
で
は
い
な
い
が
決
し
て
元

気
で
は
な
い
。

廿
三
日
に
は
頼
朝
か
ら
院
へ
兼
実
を
氏
長
者
と
し
て
摂
政
に
推
挙
す
る
と
の
奏

上
が
あ
っ
た
と
云
う
。
廿
四
日
は
恒
例
の
兼
実
家
の
慰
労
会
で
女
房
達
は
蹴
鞠
を

見
物
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

三
月
二
日
に
は
兼
実
が
良
經
を
良
通
方
に
伴
い
詩
歌
を
楽
し
み
、
九
日
は
詩
会
、

廿
七
日
は
良
通
の
催
馬
楽
修
習
、
廿
九
日
に
は
良
通
の
作
文
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
注
１
）
参
照
。

四
月
一
日

書

心
經

如

例
、
隆
信
朝
臣
来
、
和
歌
及
密
事
談
、（
密
事

者
女
事
也
）
以

頼
盛
卿
後
見
侍
清
業
、
余
事
又
奏

法
皇

云
々
、
一
切
不

存
、

四
月
七
日

頼
朝
卿
後
見
史
大
夫
清
業
語
云
、
下
官
事
、
頼
朝
推

挙
存

堅
事

云
々
、
奏
聞
之
日
、
於

八
幡
寶
前
、
能
致

祈
念

之
後
、
仰

廣
元

令

書

之
云
々
、

四
月
十
四
日

改

寿
永
三
年
、
為

元
暦
元
年

云
々
、
依

代
始

無

赦
令
、

四
月
十
九
日

此
日
卯
時
、
或
女
房
、
産

男
子

平
安
、
為

悦
々
々
、

四
月
廿
四
日

石
清
水
臨
時
祭
也
、
又
頼
朝
令

申

下
官
事
、
有

深
意
趣

等
、

四
月
廿
八
日

伝
聞
、
荒
聖
人
聞
覚
等
一
昨
日
入
洛
、
今
日
、
件
聖
人
参
院
、

件
聖
人
余
事
猶
申

院
云
々
、

去
三
月
廿
八
日
暁
、
季
廣
夢
想
云
、
下
官
着

束
帯

立

家
南
庭
、
而
間
、
日
輪
自

東
飛
来
、
余
以

袖
奉

受

之

了
、

女
房
見

吉
夢
、
又
資
博
見

最
吉
夢
、
大
織
官
御
加
護
之

由
也
、

四
月
に
入
っ
て
兼
実
の
体
調
は
回
復
し
、
心
經
の
書
写
や
色
気
話
も
し
て
い
る
。

一
日
、
七
日
、
廿
四
日
、
廿
八
日
と
頼
朝
が
兼
実
を
法
皇
に
推
挙
し
て
い
る
。
ま

た
、
多
く
の
人
が
兼
実
の
最
吉
夢
を
見
た
と
云
う
の
で
、
九
日
に
は
各
神
社
へ
祈

請
使
を
立
て
て
最
吉
夢
の
実
現
を
祈
る
兼
実
で
あ
る
。
十
九
日
に
は
兼
実
は
子
寶

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
四
月
十
四
日
に
改
元
が
行
わ
れ
て
、
壽
永
三
年
は
元
暦
元

年
と
な
っ
た
。

一
ヶ
月
前
の
季
廣
の
夢
想
は
日
輪
が
東
方
よ
り
飛
来
し
、
兼
実
が
自
分
の
袖
を

以
て
受
け
止
め
た
と
語
っ
て
い
る
。
廿
八
日
に
は
讃
岐
と
資
博
が
吉
夢
を
見
て
お

り
、
大
織
官
の
御
加
護
だ
と
兼
実
は
云
う
。

六
日
は
良
通
と
文
士
両
三
の
詩
歌
連
句
会
、
十
三
日
は
良
通
の
催
馬
楽
修
習
で

あ
る
。（
注
１
）
参
照
。

五
月
十
七
日

自

今
日

七
ヶ
日
之
間
、
一
族
相

可

奉

読
一
萬
巻

也
、

余
毎
日
可

入

堂
、
大
将
同
参
詣
、

五
月
廿
三
日

余
、
女
房
、
姫
君
、
山
法
印
等
、
七
ヶ
日
間
心
経
一
萬
巻
転

読
之
、

七
七

佛
教
大
学
大
学
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紀
要

文
学
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究
科
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五
月
廿
四
日

余
沐
浴
解
除
、（
日
来
、
毎
日
不

沐
浴
、
不

解
除

）
着

衣
冠

参

寶
前
、
取

幣
奉
拝
、
相

副
鏡
一
面

為

神
寶
、
此

御
社
渡
御
事
、
自

他
有

霊
夢
、
尤
可

信
仰
、

五
月
十
七
日
か
ら
七
日
間
、
兼
実
と
嫡
妻
と
姫
君
、
慈
圓
等
の
一
族
が
兼
実
の

栄
達
を
願
い
、
転
讀
壱
萬
巻
を
行
っ
て
廿
三
日
に
は
満
願
に
達
し
て
い
る
。
廿
四

日
の
兼
実
は
沐
浴
解
除
の
後
、
春
日
社
の
絵
図
に
参
拝
し
幣
を
捧
げ
て
い
る
。
廿

二
日
に
は
良
通
の
詩
講
が
行
わ
れ
良
經
も
同
席
し
て
い
る
。（
注
１
）
参
照
。

六
月
一
日

蔵
人
左
衛
門
権
佐
親
雅
自

院
為

御
使
、
余
依

病
不

謁
、

以

人
兼
親
示
云
、

六
月
十
六
日

法
印
於

青
蓮
院
、
為

余
被

始

修
薬
師
護
摩
、

余
精
進
、

扶

病
念
誦
、

六
月
十
七
日

今
暁
、
女
房
夢
云
、
人
来
告
云
、
乗

弥
陀
願
力
、
必
生

安

楽
国

云
々
、
即
覚
了
、

六
月
廿
四
日

天
文
博
士
廣
元
云
、
今
旦
寅
刻
夢
想
云
、
余
夢
、
今
両
三
日

之
中
可

昇
天

云
々
、
余
披

夢
書

之
處
、
上
天
者
為

萬
人
之
主
、
又
得

官
得

財
、
最
吉
云
々
、

六
月
廿
八
日

頭

光
雅
為

院
御
使

来
、
余
依

疾
不

謁
、
起

揚
自

病

席
、
転

読
妙
経
一
部
、

經
奉
讀
何
無

験
哉
、
自
為

祈

疾
也
、

七
月
一
日

念
誦
如

昨
、
奉

書

心
經

如

例
、

七
月
廿
二
日

炎
旱
之
愁
、
都
鄙
充
満
云
々
、
一
切
無

御
祈
之
沙
汰
、
無

用
途

之
上
、
無

歎

国
之
損
亡

之
人

故
云
々
、
可

悲
々
々
、

七
月
廿
八
日

有

即
位
事
、
依

治
暦
四
年
例
、
於

太
政
官
正

被

行

之
、

兼
実
は
五
月
末
よ
り
体
調
不
良
で
院
の
使
者
に
も
会
っ
て
お
ら
ず
、
讃
岐
に
頼

る
日
々
で
あ
る
。
六
月
十
六
日
は
慈
圓
が
青
蓮
院
に
お
い
て
兼
実
の
為
に
百
ヶ
日

の
薬
師
護
摩
を
修
し
て
い
る
。
十
七
日
の
讃
岐
の
夢
は
「
人
が
来
て
云
う
に
は
、

弥
陀
の
願
力
に
よ
り
死
後
は
必
ず
安
楽
国
に
転
生
で
き
る
」
と
の
お
告
げ
で
目
が

覚
め
た
と
云
う
。
廿
四
日
の
廣
元
の
云
う
夢
想
は
兼
実
が
昇
天
し
官
と
富
を
得
る

と
い
う
。
廿
八
日
に
は
兼
実
自
ら
疾
の
平
癒
を
祈
り
心
經
の
書
写
と
念
誦
を
続
け

て
い
る
。

七
月
廿
二
日
は
旱
魃
の
愁
い
が
あ
る
が
、
資
金
不
足
の
た
め
朝
廷
の
御
祈
り
は

無
く
、
国
の
存
亡
を
誰
も
嘆
か
な
い
。
廿
八
日
に
は
寶
剱
神
爾
を
得
ず
に
即
位
儀

が
執
行
さ
れ
、
後
鳥
羽
天
皇
の
御
世
に
な
っ
た
。

六
月
十
日
は
良
通
と
良
經
に
当
座
詩
の
修
習
が
行
わ
れ
た
。（
注
１
）
参
照
。

八
月
一
日

鎮
西
多
與

平
氏

了
、
於

安
芸
国

與

官
軍

六
ヶ
度
合
戦
、

八
月
六
日

源
中
納
言
来
、
数
刻
言
談
、
語
云
、
頼
朝
可

還

納
言

之

由
、
推
挙
付

泰
経

申
上
云
々
、

又
云
、
明
日
可

有

除
書
、
九
郎
可

任
官

者
、

八
月
八
日

自

今
日

至

来
十
五
日
、
可

修

一
心
不
乱
念
仏

也
、

八
月
十
五
日

念
仏
欲

結
願

之
處
遅
々
、
亥
終
結
願
了
帰
宅
、
無
事
遂
了
、

八
月
十
八
日

或
人
云
、
文
覚
聖
人
上
洛
、
取

在
獄
之
義
朝
之
首

可

向

鎌
倉

云
々
、

七
八
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九
月
三
日

余
自

今
日

欲

服

蒜
、
而
口
熱
忽
發
、
服
薬
停
止
了
、

九
月
六
日

然
而
依

口
熱
更
發
、
加

針
於
歯
下

舌
等
、
入

夜
心
地

殊
発
動
、
終
夜
悩
乱
、

九
月
十
三
日

依

病
可

上
表

之
由
内
々
申

院
、
其
次
以

右
大
将

被

任

大
臣

な
ん
や
之
由
、
同
以
奏
聞
、
不

承

分
明
之
勅

答
、

九
月
廿
七
日

所
悩
又
重
、
苦
痛
難

忍
、

安
芸
国
で
は
平
家
と
官
軍
が
六
度
も
交
戦
し
て
い
る
が
、
朝
廷
で
は
頼
朝
を
納

言
に
還
任
し
、
義
経
に
官
職
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
間
、
良
通
疾
の
治
癒
を
願
い
兼
実
は
一
心
に
念
仏
を
し
て
い
る
。
八
月
十
八
日

の
記
述
か
ら
『
平
家
物
語
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
に
見
え
る
「
文
覚
聖
人
が
義
朝

の
首
を
持
っ
て
東
海
道
を
疾
走
し
た
」
逸
話
が
窺
え
る
。

兼
実
は
九
月
三
日
に
口
熱
が
出
た
の
で
、
六
日
に
鍼
を
打
っ
た
が
効
き
目
が
な

い
。
十
三
日
に
右
大
臣
の
辞
表
を
挙
げ
る
の
で
、
代
わ
り
に
良
通
を
以
っ
て
任
じ

て
欲
し
い
と
院
に
奏
聞
し
た
が
明
白
な
勅
答
は
な
い
。
そ
し
て
廿
七
日
に
な
っ
て

も
兼
実
の
気
分
は
重
く
症
状
は
良
く
な
ら
な
い
。

七
月
、
八
月
、
九
月
と
讃
岐
の
記
述
が
見
え
な
い
が
、
体
調
不
良
に
悩
み
病
床

に
い
る
兼
実
の
傍
に
付
添
い
、
介
護
に
努
め
来
客
が
あ
れ
ば
臨
機
応
変
に
対
応
し
、

家
の
切
り
盛
り
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

十
月
九
日

又
加

灸
治
、
初
欲

浴
之
處
、
無
力
依

不

可

堪
、
只
洗

手
足

不

浴

其
身
、

十
月
十
三
日

在

長
門
国

之
源
氏
葦
敷
、
被

追
落

了
、
平
氏
五
六
百
艘

着

淡
路

云
々
、

十
月
十
四
日

去
比

盗
等
乱

入
禁
中
、
候

朝
餉

之
女
房
等
衣
裳
悉
以

剥
取
了
、
未
曾
有
々
々
々
、

十
月
十
五
日

女
房
見

霊
夢
、
非

啻
此
所
悩
一
事
、
払

一
切
怨
敵
、
可

成

就
大
願

之
由
也
、

十
月
十
六
日

今
日
又
加

少
灸
治
、

十
月
廿
五
日

大
将
渡

樋
口
大
宮
亭
、
女
房
相
具
、
余
依

疾
不

相
具

故

也
、

十
月
廿
九
日

子
刻
、
余
家
女
房
、
生

大
将
之
子
、（
女
子
）

十
月
十
三
日
に
平
家
の
船
団
が
五
六
百
艘
で
淡
路
に
着
き
、
長
門
国
で
は
頼
朝

軍
勢
の
敗
北
が
伝
え
ら
れ
た
。
十
四
日
に
は
内
裏
に
窃
盗
が
押
し
入
り
、
朝
餉
支

度
の
女
房
達
の
着
衣
は
す
べ
て
剥
ぎ
取
ら
れ
た
。

兼
実
は
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
灸
治
で
も
効
き
目
が
な
く
、
九
日
は
無
力
で
入

浴
も
出
来
ず
手
足
を
洗
う
の
み
で
あ
る
。
十
五
日
に
讃
岐
が
見
た
霊
夢
は
一
切
の

怨
敵
を
払
い
大
願
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
。

廿
五
日
は
良
通
が
大
宮
亭
へ
移
居
す
る
の
で
、
良
通
が
兼
実
の
代
わ
り
に
讃
岐

を
伴
っ
て
行
っ
た
。
廿
九
日
に
は
兼
実
家
の
女
房
が
良
通
の
子
（
女
子
）
を
出
産

し
た
。
良
通
の
嫡
妻
は
病
弱
で
引
き
取
り
養
育
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の

で
、
兼
実
家
で
本
妻
の
讃
岐
が
養
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
年
「
二
条
院
讃
岐

女
」
と
称
す
る
女
兒
で
あ
る
。

十
一
月
九
日

自

今
夕

寄

宿
大
将
亭
、（
余
居
所
也
）
当
時
居
宅
有

丈

六
堂
、

七
九

佛
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大
学
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十
一
月
十
五
日

払
暁
向

北
家
、
入

夜
女
房
来
、
自

今
日

五
節
之
間
、

可

経

廻
此
宅

之
故
也
、

十
一
月
十
八
日

践
祚
大
嘗
祭
也
、
先
有

童
女
御
覧
事
、

十
一
月
十
九
日

依

為

吉
日
、
渡

住
法
性
寺
邊
女
房
宅
、

為

違

其

方
、
借

他
人
之
家
、
可

満

十
五
日

之
由
、
陰
陽
師

所

申
也
、

所

移
住

也
、

十
一
月
卅
日

法
印
大
将
中
将
等
来
、
先
詣

故
殿
御
墓
所
、
次
参

女
院

御
墓
、

燭
之
後
帰

宿
所
、（
余
乗

手
輿
、
他
人
々
自

他
道

歩
行
、）

兼
実
と
良
通
は
常
時
体
調
不
良
で
気
分
爽
快
の
時
が
な
い
。
良
通
が
兼
実
の
元

の
居
宅
・
大
宮
亭
に
移
居
し
、
十
一
月
九
日
に
兼
実
は
良
通
と
同
居
し
た
。
兼
実

は
十
五
日
の
早
朝
に
北
家
へ
向
か
っ
た
が
、
夜
に
讃
岐
も
北
家
へ
参
入
し
て
来
て
、

五
節
の
間
こ
の
宅
の
周
り
を
廻
り
歩
く
と
云
う
。

十
八
日
は
践
祚
大
嘗
会
祭
で
童
女
御
覧
が
行
わ
れ
た
。
兼
実
は
法
性
寺
邊
の
女

房
宅
を
借
り
て
、
十
九
日
か
ら
十
五
日
間
、
方
違
の
為
に
移
住
し
た
。
卅
日
は
兼

実
、
良
通
、
良
經
、
慈
圓
と
揃
っ
て
、
故
殿
と
女
院
の
墓
所
へ
の
参
詣
で
、
兼
実

は
手
輿
を
用
い
て
い
る
。
記
述
は
な
い
が
兼
実
に
は
讃
岐
が
付
き
添
っ
て
い
る
。

廿
九
日
は
良
通
の
催
馬
楽
修
習
で
あ
る
。（
注
１
）
参
照
。

十
二
月
四
日

及

晩
帰

九
条
亭
、
満
十
五
日
了
之
故
也
、

十
二
月
七
日

近
日
群
盗
之
恐
連
夜
不

絶
、
去
比
院
御
所
有

放
火
事
、

十
二
月
十
日

春
日
詣
扈
従
公
卿
事
、
自

院
御
沙
汰
殊
火
急
也
、

十
二
月
十
六
日

摂
政
被

参

詣
春
日
社
、
扈
従
公
卿
十
人
、

十
二
月
廿
一
日

愚
息
良
經
叙

正
四
位
下
、

十
二
月
廿
六
日

為

違

春
節

向

法
性
寺
、

翌
日
暁
帰
来
、
其
所
依

無

車
輿
之
路
、
不

具

女
房
、

十
二
月
廿
八
日

法
印
去
比
仰

小
僧
、
密
々
所

詠
歌
等
、
遣

俊
成
入
道

之
許
、
令

付

勝
負
、

十
二
月
廿
九
日

俊
成
入
道
昨
日
和
歌
等
付

勝
負

返
送
、
其
次
詠

一
首

副

之
、

其
詞
云
、
く
れ
は
つ
る
ま
つ
の
と
ほ
そ
の
ゆ
き
の
う
ち
を

は
る
こ
そ
し
ら
ね
き
み
た
に
も
と
へ

返
歌
云
、
ゆ
き
の
う
ち
は
い
つ
こ
も
お
な
し
さ
ひ
し
さ
そ

わ
か
や
と
ゝ
て
も
は
る
を
し
る
か
は

先
月
の
十
一
月
十
九
日
か
ら
方
違
を
し
て
い
た
兼
実
は
期
日
を
満
た
し
、
四
日

に
九
条
亭
へ
帰
宅
し
て
い
る
。
洛
中
は
群
盗
が
横
行
し
院
の
御
所
も
放
火
さ
れ
た
。

十
日
は
春
日
詣
の
扈
従
公
卿
集
め
が
火
急
に
行
わ
れ
て
、
十
六
日
に
摂
政
は
扈
従

公
卿
十
人
で
春
日
詣
に
出
か
け
て
い
っ
た
。

廿
一
日
に
良
經
は
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
廿
六
日
に
は
春
節
を
違
え
る
た
め

に
兼
実
は
法
性
寺
へ
向
か
っ
た
が
、
車
や
輿
の
通
路
が
な
い
の
で
讃
岐
を
伴
わ
ず

に
行
っ
た
と
云
う
。
廿
八
日
に
慈
圓
が
弟
子
の
小
僧
に
詠
ま
せ
た
和
歌
を
、
兼
実

が
俊
成
の
元
へ
送
り
判
定
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
俊
成
か
ら
廿
九
日
に
そ
の
返
事

が
届
き
、
一
首
の
歌
が
添
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。
俊
成
と
兼
実
は
前
年
三
月
以
来
の

交
流
で
あ
る
。

八
〇

二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
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（
伊
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子
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元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
讃
岐
四
十
四
歳

兼
実
三
十
七
歳

姫
君
十
三
歳

良
通
十
九
歳

良
經
十
七
歳

一
月
六
日

此
日
叙
位
儀
也
、
中
将
三
品
事
可

有

沙
汰

之
由
云
々
、

一
月
九
日

大
内
記
光
輔
家
群
盗
乱
入
、

一
月
十
五
日

女
房
姫
御
前
共
参

吉
田
、

園
等
、
忍
而
参
詣
是
年
来
之

例
事
也
、（
姫
君
十
三
歳
）

一
月
廿
一
日

三
位
中
将
拝
賀
也
、
先
降

立
中
門
、
申

余
及
夫
人
、

一
月
廿
八
日

女
房
有

吉
夢
、
余
転

読
心
経
千
巻
、
奉

楽
春
日
御
社
、

又
写

心
経
一
巻
、

兼
実
家
へ
入
っ
て
十
二
年
目
の
讃
岐
で
あ
る
。
一
月
六
日
に
良
經
は
三
位
に
叙

せ
ら
れ
た
。
九
日
に
は
書
記
官
宅
へ
群
盗
が
乱
入
し
た
。
十
五
日
に
は
讃
岐
が
姫

君
と
と
も
に
吉
田
、
祇
園
へ
参
詣
に
出
か
け
て
い
る
。

廿
一
日
は
良
經
の
拝
賀
で
あ
り
、
夫
人
と
は
兼
実
の
嫡
妻
で
あ
る
。
廿
八
日
に

讃
岐
が
見
た
吉
夢
に
勇
気
付
け
ら
れ
て
、
兼
実
が
心
經
千
巻
を
転
讀
し
、
更
に
心

經
一
巻
を
書
写
し
て
い
る
。

廿
七
日
は
良
通
の
作
文
修
習
で
あ
る
。
以
後
の
詩
会
、
句
会
、
修
習
等
を
（
注

記
２
）
に
挙
げ
て
お
く
。

二
月
二
日

頼
朝
示

或
僧

云
、
右
大
臣
御
事
、
京
下
人
皆
称
美
、

二
月
七
日

今
日
猶
神
事
也
、
巳
刻
、
余
心
地
不
快
、
例
所
労
也
、

二
月
十
二
日

入

夜
、
為

方
違

向

法
性
寺
、

二
月
廿
二
日

余
命
期
、
聊
有

霊
告
、
而
女
房
参

詣
春
日

之
時
見
直
了
、

二
月
廿
四
日

小
御
堂
修
二
月
、
職
事
右
馬
助
国
行
、
女
房
行
向
聴
聞
、

二
月
廿
七
日

九
郎
去
十
六
日
解
纜
、
無
為
著

阿
波
国

了
、

頼
朝
が
或
る
僧
に
「
京
で
は
右
大
臣
の
事
を
称
賛
」
し
て
い
る
と
云
っ
た
。
七

日
に
兼
実
の
体
調
は
ま
た
悪
く
な
っ
た
が
、
十
二
日
の
夜
は
方
違
の
為
に
法
性
寺

へ
向
か
っ
て
い
る
。
兼
実
は
自
分
の
余
命
を
讃
岐
が
春
日
参
詣
の
折
に
見
直
し
て

あ
る
と
云
う
。
廿
四
日
は
小
御
堂
で
修
二
月
が
行
わ
れ
讃
岐
と
右
馬
助
国
行
が
聴

聞
に
参
入
し
て
い
る
。
国
行
と
は
後
年
に
讃
岐
を
支
え
て
く
れ
る
源
氏
一
族
の
人

物
で
あ
る
。

三
月
十
一
日

造
作
終

功
、
大
将
渡
居
、
大
将
網
代
車
、
女
房
同
車
、

三
月
十
六
日

平
家
在

讃
岐
国
シ
ハ
ク
庄
、
九
郎
襲
攻
之
間
、
著

安
芸
厳

島

了
、

三
月
廿
四
日

頭

光
雅
為

院
御
使

来
、
光
雅
仰
云
、
追
討
、
及
神
鏡
剣

爾
帰
来
之
間
事
、

三
月
廿
八
日

余
表
可

返
給

之
由
、
去
冬
除
夜
親
経
告
送
、
無

可

出
立

力
、
一
切
、
不

可

叶
之
由
答
了
、
平
氏
於

長
門
国

被

伐
了
、
九
郎
之
功
云
々
、
然
義
経
未

進

飛
脚
、
不
審
尚

残
云
々
、

三
月
四
日
に
義
経
が
屋
島
で
平
氏
を
追
い
落
と
し
た
が
、
十
六
日
も
義
経
は
讃

岐
國
の
平
家
を
攻
め
て
い
る
。
廿
四
日
に
朝
廷
は
神
鏡
剱
璽
の
無
事
帰
来
を
言
い

出
し
て
来
る
。
廿
八
日
に
は
義
経
が
長
門
國
で
平
家
を
討
ち
取
っ
た
と
い
う
が
、

ま
だ
飛
脚
は
到
着
し
て
お
ら
ず
不
審
が
残
る
。

兼
実
家
の
増
築
が
完
了
し
十
一
日
に
良
通
夫
妻
が
移
住
し
た
。
廿
八
日
、
右
大

臣
の
辞
表
返
還
受
取
り
の
た
め
に
院
参
す
る
こ
と
は
、
体
力
不
足
の
兼
実
に
は
不
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可
能
で
あ
る
。
兼
実
の
居
所
に
は
兼
実
と
讃
岐
、
良
通
夫
妻
が
同
居
し
て
い
る
。

嫡
妻
と
姫
君
は
九
条
亭
に
お
い
て
同
居
で
あ
る
。

十
三
日
に
良
通
は
難
波
海
を
修
習
し
て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

四
月
四
日

院
宣
云
、
追
討
大
将
軍
義
経
、
去
夜
進

飛
脚

（
相

副
札
、）

申
云
、
去
三
月
廿
四
日
午
刻
、
於

長
門
国
團

合
戦
、

（
於

海
上

合
戦
云
々
）
自

午
正

至

時
、

云

伐
取
之
者
、
云

生
取
之
輩
、
不

知
其
数
、
此
中
、

前
内
大
臣
、
右
衛
門
督
清
宗
、（
内
府
子
也
）
平
大
納
言
時

忠
、
全
眞
僧
都
為

生
虜

云
々
、

又
宝
物
等
御
座
之
由
、
同
所

申
上

也
、
但
旧
主
御
事
不

文
明

云
々
、
次
第
如

此
、

四
月
廿
日

賀
茂
祭
也
、
神
鏡
等
己
着

御
渡
邊

之
由
、
義
経
自

路
進

飛
脚
、

四
月
廿
五
日

神
鏡
神
璽
御
入
洛
云
々
、

四
月
廿
八
日

昨
日
被

宣

下
頼
朝
賞
、
叙

従
二
位

云
々
、

平
家
滅
亡
。
去
る
三
月
廿
四
日
午
刻
よ
り
長
門
國
で
義
経
軍
が
勝
利
し
た
。
神

鏡
神
璽
は
廿
五
日
に
入
洛
し
た
が
寶
剱
の
入
洛
は
な
い
。
廿
四
日
に
は
生
捕
に
な

っ
た
宗
盛
、
清
宗
、
時
忠
、
全
眞
僧
都
な
ど
が
入
洛
し
、
廿
八
日
に
は
頼
朝
に
賞

と
し
て
従
二
位
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
先
の
帝
の
こ
と
は
不
明
だ
と
云
う
。

廿
九
日
は
良
通
が
左
伝
第
三
を
修
習
し
て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

五
月
二
日

余
通

達
平
氏

之
由
、
自

摂
政
邊

被

云
出

云
々
、

五
月
六
日

被

發

遣
廿
二
社
奉
幣
、
被

報

賽
追
討
成
功
、
寶
剱
出
来

之
由
、

五
月
七
日

左
馬
頭
能
保
、
大
夫
尉
義
経
等
下

向
東
国
、
前
内
大
臣
父

子
、

郎
従
十
餘
人
相
具
云
々
、

五
月
廿
一
日

昨
日
被

行

流
罪

僧
俗

九
人
云
々
、
時
忠
卿
能
登
、

五
月
廿
八
日

自

去
廿
三
日
、
基
輔
有

所
労
、
存

風
病
之
由

浴
湯
、
其

後
増
気
、

六
月
十
日

此
日
除
目
也
、
関
白
能
登
、
余
和
泉
、
兼
房
出
羽
、
和
泉
國

司
申

補
基
輔
息
小
男

也
、

兼
実
の
体
調
は
ま
ず
ま
ず
で
推
移
し
て
い
る
が
、
朝
廷
の
意
向
を
平
家
へ
通
達

す
る
役
目
を
兼
実
に
押
付
け
る
摂
政
で
あ
る
。
五
月
七
日
に
左
馬
頭
能
保
と
大
夫

尉
義
経
等
が
、
前
内
大
臣
父
子
と
郎
従
十
餘
人
を
引
き
連
れ
て
東
国
へ
下
向
し
た
。

廿
一
日
に
は
流
罪
が
行
わ
れ
て
時
忠
は
能
登
へ
配
流
さ
れ
た
。

廿
八
日
に
基
輔
は
所
労
で
寝
込
み
六
日
目
の
六
月
三
日
に
逝
去
し
た
。
兼
実
家

で
讃
岐
を
守
護
し
て
く
れ
た
基
輔
で
あ
る
。
六
月
十
日
の
除
目
で
兼
実
は
和
泉
の

国
司
に
基
輔
息
を
任
じ
て
い
る
。

七
日
に
は
良
通
の
と
こ
ろ
で
小
文
会
が
行
わ
れ
た
。（
注
２
）
参
照
。

六
月
廿
二
日

前
内
府

其
息
清
宗
、
三
位
中
将
重
衡
等
、
義
経
相
具
所

参
洛

也
、
乍

生
入
洛
無
骨
、
於

近
江
邊

可

梟

首
其

首
、
可

渡

使
庁

哉
、
将
可

棄
置

哉
、
義
経
…
…

六
月
廿
三
日

重
衡
首
於

泉
木
津
邊

切

之
、
令

懸

奈
良
坂

云
々
、
於

前
内
府
父
子

者
、
及

晩
渡

使
庁

了
、
院
有

御
見
物
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云
々
、

六
月
廿
六
日

有

風
気
、

為

灸
治
、
一
所
僅
三
草
始
灸

之
、
丑
刻
眠

忽
覚
、
病
侵

身
、
温
気
如

火
、
寸
白
攻

心
、
悶
絶
僻

地

辛
苦
悩
乱
、

六
月
廿
七
日

巳
刻
、
依

辛
苦

忍
、
加

灸
治
、
聊
以
落
居
、
温
気
不

散
、

六
月
卅
日

六
月
祓
如

例
、
先
余
方
、
余
女
房
、
姫
君
居

一
所
、
同
時

祓

之
、

五
月
七
日
に
東
国
へ
下
向
し
た
義
経
が
六
月
廿
二
日
に
宗
盛
と
清
宗
と
重
衡
を

伴
い
上
洛
し
、
梟
首
の
場
所
を
尋
ね
て
来
た
。
廿
三
日
に
重
衡
は
木
津
辺
で
梟
首

し
奈
良
坂
邊
に
懸
け
た
。
宗
盛
親
子
は
夜
に
な
っ
て
使
庁
に
渡
し
、
法
皇
が
見
物

さ
れ
た
。
六
月
廿
六
日
と
廿
七
日
に
、
兼
実
の
体
調
は
最
悪
な
状
態
に
な
っ
た
。

卅
日
、
余
方
（
兼
実
）、
余
女
房
方
（
讃
岐
）、
姫
君
方
と
三
家
が
同
一
居
所
に

居
住
し
て
お
り
、
三
家
同
時
の
祓
を
行
っ
た
。
本
妻
の
讃
岐
は
兼
実
と
同
居
で
あ

り
姫
君
も
共
に
同
居
で
あ
る
。

六
月
十
四
日
に
良
通
が
左
伝
を
修
習
し
て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

七
月
二
日

所
労
無

術
、
不

前
後
、
為

違

秋
節

宿

堂
、

七
月
三
日

先
帝
御
事
、
所

謂
追
号
修
善
是

、
仰

長
門
国

被

建

一
堂
、

七
月
九
日

午
刻
大
地
震
、
舎
屋
忽
欲

崩
壊
、

余
女
房
等
ヲ
令

乗
車
、

大
将
同

之
引

立
庭
中
、

七
月
十
八
日

渡

居
堂
廊
、
大
将
中
将
同
以
所

渡
也
、
四
十
五
日
方
違
忌

去
也
、

七
月
廿
七
日

神
心
快
、
佛
厳
房
来
、
談

夢
想
事
、（
余
震
の
微
動
あ
り
）

七
月
廿
八
日

今
日
又
地
震
、

兼
実
は
所
労
な
が
ら
秋
節
を
違
え
る
為
に
堂
に
宿
泊
す
る
の
で
、
讃
岐
が
付
き

添
っ
て
行
っ
た
。
七
月
三
日
に
は
先
帝
の
た
め
に
一
堂
建
立
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。

こ
の
堂
は
山
口
県
に
現
存
し
て
い
る
。

九
日
の
午
刻
に
大
地
震
が
あ
り
、
兼
実
は
讃
岐
と
女
房
達
と
を
車
に
乗
せ
庭
へ

避
難
さ
せ
た
。
良
通
方
も
同
じ
く
避
難
さ
せ
て
い
る
。
廿
八
日
に
ま
た
余
震
が
起

き
て
い
る
。
十
八
日
か
ら
四
十
五
日
間
、
方
違
忌
去
り
の
た
め
に
兼
実
・
良
通
・

良
經
が
堂
廊
に
移
居
す
る
。
廿
七
日
の
兼
実
は
気
分
が
良
く
な
っ
た
ら
し
い
。

良
通
は
廿
四
日
に
左
伝
を
習
っ
て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

八
月
三
日

寶
剣
自

海
底

奉

求
出

了
云
々
、
余
不
覚
之
涙
数
行
、

八
月
十
二
日

申
刻
、
大
地
震
、
不

及

初
度
、
少
々
有

顚
倒
事
等
、

八
月
十
四
日

改

元
暦
二
年
、
為

文
治
元
年
、
有

赦
令
事
、

八
月
十
六
日

今
夜
有

除
目
、
義
経
任

伊
予
守
、
兼
帯

大
夫
尉

条
、
未

曾
有
々
々
々
、

八
月
廿
八
日

東
大
寺
金
銅
廬
遮
那
佛
開
眼
供
養
也
、

八
月
三
日
に
は
海
底
か
ら
寶
剱
が
得
ら
れ
た
。
十
二
日
に
は
再
度
大
き
な
余
震

が
起
き
て
い
る
。
十
四
日
に
改
元
が
行
わ
れ
て
文
治
元
年
と
な
り
、
赦
令
が
行
わ

れ
て
い
る
。
十
六
日
に
は
除
目
が
行
わ
れ
義
経
は
伊
予
守
と
大
夫
尉
を
兼
ね
る
。

未
曾
有
の
報
賞
で
あ
る
。
廿
八
日
は
東
大
寺
の
大
佛
開
眼
供
養
で
あ
る
。

良
通
は
四
日
と
廿
日
に
左
伝
を
、
廿
九
日
は
良
通
と
良
經
が
名
例
律
を
修
習
し

て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。
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九
月
一
日

入

夜
、
法
印
被

来
、

九
月
十
六
日

念
仏
一
万
遍
之
後
、
辰
刻
帰

家
、
今
日
以
後
、
念
仏
満

壱

萬
遍

也
、

九
月
十
八
日

女
房
、
中
将
、
姫
君
等
相
伴
、
向

最
勝
金
剛
院
、
余
参

詣

故
女
院
御
墓
所

中
将
率

女
房
等
、
入

山
、
採

取
松
茸
、
又
拾

栗
、

九
月
十
九
日

加

灸
治
、
胸
腹
之
間
少
々
也
、
不

招

医
人
、
灸

旧
跡
、

九
月
廿
日

寅
刻
、
或
女
房
有

誕

生
男
子

事
、（
八
條
院
女
房
三
位
局
、

盛
章
朝
臣
女
）

落
胤
女
子
甚
異
様
事
也
、
而
生

男
子

可

悦
々
々
、

九
月
廿
八
日

男
子
誕
生
、
卯
刻

、
或
女
房
先
々
所

生
之
母
也
、

九
月
十
六
日
は
兼
実
の
念
仏
一
萬
遍
満
願
の
日
で
、
兼
実
の
体
調
は
良
好
の
よ

う
で
あ
る
。
十
八
日
は
兼
実
家
の
慰
労
会
で
最
勝
金
剛
院
へ
出
か
け
て
い
る
。
良

經
は
兼
実
嫡
妻
と
姫
君
と
女
房
達
を
連
れ
て
山
に
入
り
、
松
茸
取
り
と
栗
拾
い
楽

し
ん
で
い
る
。
兼
実
は
故
女
院
の
御
墓
所
へ
讃
岐
を
伴
い
参
詣
し
た
。
兼
実
の
十

九
日
の
灸
治
は
讃
岐
に
火
を
点
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

或
女
房
が
廿
日
に
兼
実
の
子
（
男
子
）
を
出
産
し
た
。
廿
八
日
に
は
別
の
或
女

房
が
兼
実
の
子
（
男
子
）
を
出
産
し
た
。
こ
の
女
房
は
壽
永
三
年
（
一
一
八
四
）

四
月
十
九
日
に
出
産
し
た
、
或
女
房
と
同
人
だ
と
云
う
。

一
日
に
作
文
と
名
例
律
、
六
日
に
詩
と
和
歌
、
廿
九
日
に
九
月
盡
會
が
行
わ
れ

て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

十
月
十
三
日

義
経
、
行
家
同
心
反

鎌
倉
、
日
来
有

内
議
、
昨
今
己
露
顕

云
々
、
還
有

義
経
遏
絶
之
気
、
頼
朝
乖

法
皇
叡
慮

之

事
太
多
云
々
、
義
経

奏

事
趣
、
頗
有

許
容
、

忽
及

此
大
事
、

十
月
十
七
日

頼
朝
失

義
経
之
勲
功
、
殆
及

害

命
之
条
、
事
若
実
者
、

義
経
起

逆
心

之
条
、
一
旦
可

然
、
頼
朝
之
心
操
、
以

可

察
事

、

十
月
十
八
日

伝
聞
、
被

下

頼
朝
追
討
宣
旨

云
々
、

十
月
十
九
日

在
京
武
士
只
義
経
一
人
也
、
被

乖

彼
申
状
、
若
大
事
出
来

之
時
、
誰
人
可

敵
対

哉
、

十
月
廿
二
日

伝
聞
、
宣
下
之
後
狩

武
士
、
多
以
不

承
引

云
々
、

十
月
廿
三
日

近
江
武
士
等
、
不

與

義
経
等
、
引

退
奥
方

云
々
、

十
月
廿
六
日

義
経
一
定
、
引

退
鎮
西
、
法
皇
己
下
、
直
可

奉

引
率

云
々
、
女
房
等
同
宿
、
猶
非

無

怖
畏
、

今
夜
遣

法

性
寺
邊
堂
、

十
月
廿
八
日

女
房
等
密
々
遣

賀
茂
雲
林
院
邊
、
兼
親
盛
房
等
、
令

相

具
女
房
、

十
月
廿
九
日

差

遣
国
行
並
牛
等
、
在

賀
茂

女
房
迎

取
雲
林
院

也
、

十
月
卅
日

余
落
胤
女
子
（
四
歳
、）
夭
亡
了
、
兵
部
少
輔
能
業
所

養
之

女
子
也
、
日
来
病
悩
或
増
或
減
、
今
日
遂
以
如

此
、

十
月
十
三
日
で
は
義
経
の
全
国
逃
避
行
発
端
の
経
緯
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
後

の
状
況
は
廿
六
日
に
か
け
て
展
開
し
て
お
り
、
兼
実
は
廿
六
日
に
、
同
宿
の
女
房

達
を
法
性
寺
邊
に
避
難
さ
せ
て
い
る
。
廿
八
日
に
は
法
性
寺
邊
に
避
難
さ
せ
た
女

房
達
を
、
賀
茂
の
雲
林
院
邊
へ
移
し
、
家
司
の
兼
親
と
盛
房
に
讃
岐
の
守
護
を
命
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じ
て
い
る
。

廿
九
日
に
国
行
を
差
遣
わ
し
て
雲
林
院
へ
迎
取
っ
た
女
房
は
讃
岐
で
あ
る
。
嫡

妻
と
姫
君
は
嫡
妻
方
の
家
司
に
よ
り
避
難
し
保
護
さ
れ
て
い
た
。
慌
た
だ
し
い
最

中
の
卅
日
に
兼
実
の
落
胤
女
子
の
夭
亡
が
あ
っ
た
。

四
日
、
良
通
と
良
經
は
名
例
律
と
笛
の
修
習
を
し
て
い
る
。（
注
２
）
参
照
。

十
一
月
三
日

源
行
家
義
経
等
、
各
申

身
暇
、
赴

西
海

訖
、
引

率
法

皇

可

向

鎮
西

之
由
、
披
露
之
間
、
彌
乖

人
望
、

其
勢
逐

日
減
少
、
敢
無

与
力
之
者
、
難

支

関
東
武

士
、

今
日
、
女
房
等
自

雲
林
院
邊

帰
宅
、

十
一
月
八
日

義
経
行
家
等
、
乗

小
船
一
艘
、
指

和
泉
浦

逃
去
了

云
々
、

十
一
月
十
二
日

被

下

院
宣
、
不
日
可

令

召

進
義
経
行
家
其
身
、

昨
日
蒙

可

討

頼
朝

之
宣
旨
、
今
預

此
宣
旨
、

十
一
月
十
三
日

関
東
武
士
、
多
以
入
洛
云
々
、

十
一
月
廿
四
日

頼
朝
妻
父
、
北
条
四
郎
時
政
、
今
日
入
洛
、
其
勢
千
騎

云
々
、

十
一
月
廿
八
日

北
条
丸
以
下
郎
従
等
、
相
分
賜

五
畿
山
陰
山
陽
南
海
西

海
諸
国
、
不

論

庄
公
、
惣
以
可

知

行
田
地

云
々
、

十
一
月
廿
九
日

加
茂
臨
時
祭
也
、
今
日
有

地
震
、

洛
中
の
騒
動
か
ら
逃
避
し
た
兼
実
家
の
女
房
達
が
三
日
に
帰
宅
し
た
。
西
海
に

赴
い
た
義
経
と
行
家
が
八
日
に
は
、
小
船
に
乗
り
和
泉
浦
を
指
し
て
逃
げ
去
っ
た

と
い
う
。

十
三
日
に
は
多
勢
の
関
東
武
士
が
入
洛
し
、
廿
四
日
に
は
北
条
四
郎
時
政
も
入

洛
し
た
。
朝
廷
は
廿
八
日
に
時
政
以
下
郎
従
達
に
、
知
行
田
地
を
惜
し
み
な
く
分

け
与
え
て
い
る
。
洛
中
に
は
関
東
武
士
が
充
満
し
、
話
す
言
葉
も
聞
き
馴
れ
ず
、

都
人
は
ど
ん
な
に
か
怯
え
た
で
あ
ろ
う
。
廿
九
日
に
は
ま
た
余
震
が
起
き
て
い
る
。

良
通
と
良
經
は
六
日
に
左
伝
の
修
習
と
和
歌
、
十
七
日
は
詩
と
和
歌
、
十
九
日

は
詩
、
廿
一
日
は
習
禮
と
詩
、
廿
七
日
は
詩
の
習
修
に
励
ん
で
い
る
。（
注
２
）
参

照
。

十
二
月
五
日

故
女
院
御
忌
日
也
、
女
房
先
参

堂
、
大
将
参
入
、
余
以

輿
参
向
、

十
二
月
七
日

女
房
、
大
将
、
又
女
房
三
位
殿
等
、
同
時
見

吉
夢
、

十
二
月
十
七
日

宿

最
勝
金
剛
院
内
定
法
寺
、
以

彼
所

為

本
所

之
故

也
、

五
日
余
宿

此
宅
、
而
東
築
垣
可

修
理
覆
、

十
二
月
廿
日

未
刻
大
地
震
、
普
通
無

比
類

之
動
也
、
其
後
連
々
六
ヶ

度
、
相

七
ヶ
度
震
動
、
不

及

去
七
月
之
震
、

十
二
月
廿
二
日

愚
息
小
兒
（
七
歳
）
密
々
参

詣
春
日
、
所

付

僧
正

之

小
童
也
、

十
二
月
廿
七
日

右
中

光
長
朝
臣
持

来
頼
朝
卿
書
礼

折
紙
等
、
如

夢

如

幻
、

十
二
月
卅
日

自

関
東

飛
脚
到
来
、
泰
経
、
頼
経
等
、
同

意
行
家
義

経

者
也
、
早
可

被

處

遠
流
、
一
人
伊
豆
、
一
人
安

房
云
々
、

八
五

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇
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五
日
の
故
女
院
御
忌
日
の
法
要
に
は
讃
岐
と
良
通
と
、
手
輿
を
用
い
て
兼
実
も

参
入
し
て
い
る
。
七
日
に
は
讃
岐
と
良
通
と
、
女
房
三
位
殿
の
三
人
が
同
時
に
吉

夢
を
見
て
い
る
。
廿
二
日
に
春
日
参
詣
を
す
る
小
童
の
母
は
女
房
三
位
殿
で
あ
る
。

十
七
日
か
ら
兼
実
は
更
に
四
十
五
日
間
も
移
居
し
て
い
る
。

廿
日
に
は
ま
た
大
地
震
で
あ
る
。
廿
七
日
に
頼
朝
の
書
礼
と
折
紙
が
届
き
兼
実

は
大
層
喜
ん
で
い
る
。
卅
日
に
頼
朝
か
ら
の
飛
脚
で
、
行
家
と
義
経
に
加
担
し
た

者
二
人
を
遠
流
に
せ
よ
と
の
指
示
で
あ
る
。

良
通
方
で
は
四
日
に

の
修
習
と
連
句
や
詩
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
八
日
に
は

律
と
笛
の
修
習
も
行
わ
れ
て
お
り
、
十
三
日
は
良
通
方
で
詩
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
参
照
。

年
表
『
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
』
㈢

寿
永
二
年

一
一
八
三
）四
十
二
歳
か
ら
元
暦
元
年

一
一
八
五
）四
十
四
歳
ま
で

寿
永
三
年
（
一
一
八
三
）
四
十
二
歳

十
年
目
。

兼
実
の
体
調
不
良
は
七
月
に
は
更
に
悪
化
し
、
讃
岐
は
介
護
に
明

け
暮
れ
て
い
る
。
年
末
に
体
調
が
少
し
回
復
す
る
と
兼
実
は
讃
岐

を
伴
っ
て
墓
所
の
検
分
を
し
て
い
る
。

二
月
十
一
日

春
日
社
へ
参
詣
。（
姫
君
の
入
内
祈
願
と
自
撰
集
奉
納
の

感
謝
）

二
月
十
二
日

参
詣
の
帰
途
に
東
大
寺
の
焼
損
大
佛
に
参
拝
。
無
事
帰
洛
。

四
月
廿
四
日

切
立
て
に
讃
岐
と
も
ど
も
女
房
達
も
出
向
く
。

七
月
廿
四
日

夜
討
ち
回
避
の
た
め
兼
実
に
随
い
法
性
寺
家
へ
避
難
。

七
月
廿
九
日

讃
岐
と
兼
実
家
の
女
房
達
す
べ
て
が
帰
居
。

八
月
十
五
日

慈
圓
の
廿
五
三
昧
念
佛
。
兼
実
に
率
い
ら
れ
女
房
達
が
聴

聞
参
入
。

九
月
十
五
日

慈
圓
の
廿
五
三
昧
念
佛
。
兼
実
家
の
女
房
達
が
聴
聞
参
入
。

十
二
月
一
日

暁
方
に
最
吉
夢
を
見
る
。

十
二
月
八
日

洛
中
不
安
の
た
め
南
都
下
向
の
予
定
が
中
止
に
。

十
二
月
十
五
日

兼
実
に
伴
わ
れ
最
勝
金
剛
院
へ
宿
泊
。
春
節
を
違
え
る
。

十
二
月
十
六
日

早
朝
に
東
北
谷
と
南

を
見
廻
り
帰
宅
。

壽
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
十
三
歳

十
一
年
目
。

体
調
不
良
の
兼
実
は
讃
岐
の
付
添
い
で
洛
中
に
止
ま
っ
て
い
る
。

兼
実
は
平
家
以
後
の
政
局
が
気
掛
り
な
の
で
あ
る
。

一
月
廿
七
日

良
通
の
所
脳
を
兼
実
と
と
も
に
見
舞
う
。

二
月
廿
四
日

修
二
月
へ
兼
実
と
共
に
参
入
聴
聞
。

三
月
六
日

讃
岐
と
家
女
房
達
が
花
見
の
た
め
に
堂
に
向
か
う
。

三
月
十
一
日

広
隆
寺
へ
参
詣
。

三
月
十
二
日

暁
方
、
兼
実
と
同
時
に
同
じ
夢
想
あ
り
。

三
月
十
五
日

慈
圓
の
廿
五
三
昧
念
佛
。
兼
実
と
共
に
参
入
聴
聞
。

三
月
廿
四
日

兼
実
家
慰
安
会
の
蹴
鞠
を
見
物
。

＊
四
月
十
四
日

改
元
に
よ
り
「
元
暦
元
年
」。

四
月
廿
八
日

吉
夢
あ
り
。（
大
織
官
の
御
加
護
）

六
月
十
七
日

暁
方
、
夢
あ
り
。（
弥
陀
の
願
力
の
加
護
）

十
月
十
五
日

暁
方
、
霊
夢
あ
り
。（
大
願
成
就
成
る
）
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十
月
廿
五
日

兼
実
所
労
。
良
通
に
伴
わ
れ
て
新
居
の
良
通
亭
を
訪
問
。

十
一
月
十
五
日

早
暁
に
兼
実
が
北
家
へ
。
夜
に
な
っ
て
讃
岐
も
北
家
へ
。

十
二
月
廿
六
日

法
性
寺
へ
向
う
兼
実
。
讃
岐
の
付
添
い
な
し
と
表
記
あ
り
。

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
四
十
四
歳

十
二
年
目
。

六
月
祓
の
記
述
か
ら
兼
実
と
讃
岐
の
同
居
が
明
ら
か
で
あ
る
。

良
通
と
良
經
に
は
詩
歌
の
勉
強
会
を
、
十
一
月
頃
か
ら
頻
繁
に
設

け
て
い
る
。

一
月
十
五
日

姫
君
と
共
に
吉
田
社
、
祇
園
社
へ
参
詣
。

一
月
廿
八
日

今
暁
、
吉
夢
あ
り
。

二
月
廿
二
日

か
つ
て
春
日
参
詣
の
折
に
兼
実
の
余
命
を
再
確
認
し
た
こ

と
が
あ
る
。

二
月
廿
四
日

修
二
月
へ
参
入
聴
聞
。
お
供
は
国
行
。

六
月
廿
七
日

六
月
祓
。
兼
実
と
讃
岐
、
姫
君
も
一
所
に
て
祓
う
。

七
月
二
日

所
労
の
兼
実
が
堂
に
宿
泊
す
る
の
で
付
き
添
う
。

七
月
九
日

大
地
震
。
兼
実
の
指
示
で
車
に
乗
り
庭
中
に
避
難
。

＊
八
月
十
四
日

改
元
に
よ
り
「
文
治
元
年
」。

十
月
廿
八
日

洛
中
不
穏
。
兼
親
と
盛
房
に
付
添
わ
れ
て
賀
茂
雲
林
院
邊

に
避
難
。

十
月
廿
九
日

国
行
の
迎
え
に
よ
り
雲
林
院
へ
避
難
。

十
一
月
三
日

雲
林
院
よ
り
帰
居
。
家
女
房
達
も
帰
居
。

十
二
月
五
日

女
院
御
忌
日
の
法
要
に
参
入
聴
聞
。
良
通
と
兼
実
も
参
入
。

十
二
月
七
日

三
人
同
時
に
吉
夢
あ
り
。（
讃
岐
、
良
通
、
女
房
三
位
殿
）

お
わ
り
に

本
稿
で
は
十
年
目
か
ら
十
二
年
目
ま
で
を
検
証
し
た
。
十
年
目
の
寿
永
二
年
七

月
廿
五
日
に
平
家
は
都
落
ち
を
し
た
。
そ
の
後
、
義
仲
を
始
と
し
て
多
数
の
武
士

が
入
洛
し
、
都
は
略
奪
強
盗
の
横
行
で
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
兼
実
は

女
房
達
の
身
の
安
全
を
第
一
に
し
て
そ
の
折
々
に
避
難
さ
せ
、
讃
岐
に
は
特
に
気

を
使
い
家
司
に
守
護
を
命
じ
て
い
る
。
歩
行
困
難
で
常
に
手
輿
を
用
い
て
い
る
兼

実
は
、
讃
岐
の
世
話
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
行
け
な
い
人
生
で
、
兼
実
は
讃
岐

に
頼
り
切
っ
て
生
き
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

兼
実
は
良
通
と
良
經
の
二
人
に
詩
歌
の
勉
強
会
を
設
け
て
、
平
安
貴
族
の
雅
な

文
化
の
継
承
者
を
育
て
、
次
世
代
に
繫
ぐ
意
図
を
秘
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
鎌

倉
幕
府
成
立
頃
か
ら
勉
強
会
の
回
数
が
一
挙
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
雅
な
貴
族

文
化
が
消
滅
す
る
の
を
悼
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
俊
成
と
兼
実
と
の

交
流
は
希
薄
で
、
讃
岐
の
勉
強
会
へ
参
入
を
示
す
記
述
も
見
え
て
い
な
い
。

讃
岐
を
始
め
兼
実
も
、
兼
実
家
縁
の
僧
侶
も
、
よ
く
吉
夢
や
最
吉
夢
を
見
て
い

る
。
時
に
は
讃
岐
の
吉
夢
の
実
現
を
兼
実
が
信
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
兼
実
と

讃
岐
と
の
信
頼
関
係
は
非
常
に
篤
い
。

頼
朝
は
折
に
触
れ
て
、
兼
実
を
鎌
倉
方
に
引
き
込
む
為
の
工
作
を
し
て
い
る
。

兼
実
と
し
て
も
鎌
倉
幕
府
と
繫
が
り
を
持
て
ば
朝
廷
の
中
で
優
位
な
立
場
が
得
ら

れ
る
。
し
か
し
、
政
治
の
世
界
は
い
つ
転
落
の
憂
き
目
に
遭
う
か
判
断
が
難
し
い
。

近
い
将
来
、
藤
原
氏
の
当
主
と
し
て
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
で
あ
ろ
う
兼
実
の
傍

に
あ
っ
て
、
頼
ら
れ
な
が
ら
庇
護
を
受
け
て
い
る
讃
岐
の
姿
が
見
え
て
い
る
。

八
七

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）



〔
注
〕

（
１
）
二
月
廿
三
日

被

行

報
恩
講
、
密
々
詠

詩
歌
、
大
将
中
将
同
詠

之
、

二
月
廿
九
日

大
将
方
密
々
有

詩
、
又
有

当
座

云
々
、
中
将
有

宜
句
、

三
月
二
日

中
将
相
伴
、
及

晩
有

詩
歌
之
興
、

三
月
九
日

大
将
方
密
々
有

詩
、

余
行
向
、
及

晩
帰
来
、

三
月
廿
七
日

及

晩
向

大
将
方
、
中
御
門
大
納
言
来
、
大
将
家
教

催
馬
楽
、

三
月
廿
九
日

大
将
方
密
々
有

作
文
、
題
云
、
春
書
方
術
中
、（
探

云
々
）

四
月
六
日

大
将
来
、
文
士
両
三
不

期
而
会
、
有

当
座
詩
歌

句
等
会
、

四
月
十
三
日

中
御
門
大
納
言
被

来
、
大
将
習

催
馬
楽
、

五
月
廿
二
日

大
将
、
講

無
題
詩
五
題
、
中
将
、
資
隆

親
経
等
在

此
座
、

六
月
十
日

菅
家
儒
士
長
守
初
参
、
敦
綱
来
、
大
将
中
将
等
賦

当
座
詩
、

十
一
月
廿
九
日

大
将
参
院
、
自

院
帰
来
之
後
、
大
納
言
被

授

催
馬
楽
於
大

将
、

（
２
）
一
月
廿
七
日

刑
部
卿
頼
輔
卿
来
、
大
将
密
々
有

作
文
事
、
大
将
聊
有

風
気
、

三
月
十
三
日

中
御
門
大
納
言
被

来
、
大
将
習

難
波
海
、

四
月
廿
九
日

大
外
記
頼
業
来
、
授

左
伝
第
三
於
大
将
、

五
月
七
日

入

夜
、
大
将
有

小
文
會
、

六
月
十
四
日

大
外
記
頼
業
来
、
大
将
受

左
伝
第
六
巻
、

七
月
廿
四
日

大
外
記
頼
業
来
、
授

左
伝
於
大
将
、

八
月
四
日

大
外
記
頼
業
来
、
授

左
伝
第
八
巻
於
大
将
、

八
月
廿
日

大
外
記
頼
業
来
、
授

左
伝
於
大
将
、

八
月
廿
九
日

召

道
志
明
基
、
大
将
中
将
共
伝

受
名
例
律
、
今
日
始
受

之
也
、

九
月
一
日

大
将
方
密
々
有

作
文
、
毎
月
三
ケ
度
例
事
也
、
中
将
書
序
云
々
、

道
志
明
基
来
、
授

名
例
律
於
大
将
中
将
等
、

九
月
六
日

大
将
方
又
有

密
々
詩
、
其
後
又
有

当
座
和
歌
、
月
照

菊
花
、

九
月
廿
九
日

大
将
方
有

九
月
盡
會
、
題
云
、
江
山
秋
景
盡
、

十
月
四
日

明
基
参
上
、
両
息
読

名
例
律
下
巻
、
笛
師
守
方
来
、
大
将
習
楽
、

十
一
月
六
日

頼
業
授

左
伝
於
大
将
、
大
将
中
将
密
々
有

和
歌
、
中
将
書

序
、

十
一
月
十
七
日

大
将
中
将
賦

雪
時
、
序

歌
等
当
座
事
也
、
會
者
不

及

廣
、

十
一
月
十
九
日

大
将
方
有

詩
、

十
一
月
廿
一
日

大
将
有

豊
明
節
會
習
禮
、
又
有

詩
、

十
一
月
廿
七
日

今
夕
、
大
将
方
密
々
有

詩
歌
、

十
二
月
四
日

笛
師
宗
方
、
来

大
将
方

授

楽
、
大
内
記
長
守
己
下
儒
士
両

三
、
不

期
而
會
、
有

百

連
句
、

当
座
詩
等
、

十
二
月
八
日

明
基
来
、
授

律
於
大
将
、
宗
賢
同
来
授

笛
、

十
二
月
十
三
日

大
将
方
有

詩
題
二

云
々
、

参
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